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審査結果の要旨（1000 字以内） 

本研究は，タイ国の住環境改善を行うための “thermal- acoustic clay bricks”開発

を目指し，吸音特性や断熱性に影響を与える空隙構造を変化させる手段として木炭を利

用して試製したレンガを用い，その音響特性を簡易かつ精度良く把握する手法を明らか

にするための検討を行っている。 

まず，4つの異なるサイズ（large (2 mm), medium (1 mm), small (0.5 mm), fine (0.4 

mm)）の木炭を用い，木炭の混和量を 0〜30 wt％，焼成温度を 900〜1100 °C で変化さ

せて製造した材の物性（密度，空隙率，吸水率，熱伝導率）および強度を測定するとと

もに，吸音特性については音圧―速度（pu）センサーを使用したアンサンブル平均化手

法（EApu 法）を既往の研究に基づいて適用し測定している。その結果，木炭のサイズが

大きく，その混和量が多いほど，熱伝導率は低く，吸音率は高くなるものの，強度は小

さくなる傾向を示したが，焼成温度を高くすることで強度は高くなることを明らかにし

ている。続いて，材を開発する途中での測定を考慮し，測定サンプルの寸法，測定位置，

材の表面状態と得られる吸音特性の関係について明らかにしている。最後に， EApu法に

よる測定値と既存の代表的な音響特性測定手法である音響管法の測定値とを比較し，音

響管法による吸音率は EApu法による吸音率よりも高くなるものの，両者とも測定結果は

0.04 未満の標準偏差となり，材を開発する途中での EApu法による測定が妥当であること

を明らかにしている。 

以上の研究成果は，材を開発する途中での EApu法による音響特性の把握の有用性を示す

とともに，より安定した測定を実施するための条件や測定値の信頼性に関するデータも

明らかにしており高く評価される。また，本審査会やオンラインで実施された公聴会に

おける質問に対しても的確な受け答えと説明がなされた。よって，本論文は博士(工学)

の学位に値するものと認められる。一方，本審査会において研究成果に対しより適切な

タイトルへ変更するよう参考意見が出され，”Sound absorption measurement using the 

ensemble averaging technique targeted to thermal-acoustic clay brick 

development”への変更が最終審査会で認められた。（1000 文字） 

 


